










6

Topics

　北海道演習林があ

る富良野地方の野生

動物による農林業被

害総額は年間 1.6 億

円近くにのぼり、中

でもシカによる被害

が最も大きくなっ

ています。シカの個

体数管理には狩猟による密度調整が重要で、富良野地方では年

間 500 ～ 1,000 頭を捕獲しています。演習林内でも富良野市が

主催する地元猟友会との共同による狩猟を 2007 年から年２回

行っています。この狩猟には 15 ～ 30 名のハンターが参加し、

「勢
せ こ

子」（シカを追い出す）と「待ち」（待ち伏せて狙い撃ちする）

に分かれて行います。昔はよくこの方法で狩猟が行われていまし

たが、最近はその機会が減りました。森林内では「勢子」が追っ

たシカが想定と違う場所を走り抜けたり、樹木が邪魔で「待ち」

の狙いが定まらなかったりと、普段行っている狩猟より効率が悪

く、１回あたりの捕獲は３頭前後であることが多いです。一方で、

「勢子・待ち」による共同作業の手順、森林内での移動、銃の取

扱いやシカ解体の技術、多人数で行う猟での安全確保を学ぶなど、

技術伝承や技術向上のための大切な研修の場にもなっています。

　田無演習林では一般市民の方々に演習林内を見学していただけ

る機会として「休日公開」を年に数回行っています。春は田無演

習林の２大スターであるハンカチノキとヒトツバタゴ（別名：な

んじゃもんじゃの木）の開花時期にあわせて４月下旬と５月上

旬に、秋は紅葉の美しい 11月下旬～ 12月上旬に実施するほか、

他のイベントにあわせて実施することもあります。COVID-19 感

染拡大時は実施回数を減らし事前予約制で人数を絞って行ってい

ましたが、2022 年秋からは事前予約なしで人数制限も設けない

従来の方法に戻しました。11 月 27 日の公開日には３年ぶりの

通常方法での公開ということもあってか、１日の見学者が 560

名を超える「史上初の大盛況」となりました。宅地開発等で都市

化が進む中、地元の方々からは貴重な森林として親しまれている

田無演習林ですが、その魅力を満喫していただく機会である休日

公開を今後も続けて

いきたいと思ってい

ます。

　2022年11月2日、秩父演習林で一般向け公開講座「樹木のボ

ディランゲージ」を開催しました。昨年度はコロナ禍のためオン

ライン開催でしたが、今年度は対面で実施しました。

　午前中はワサビ沢展示室で、山田利博教授が樹木の構造や成長

の仕組みなど樹木に関する講義を行い、樹木のボディランゲージ

について解説しました。午後からは樹木園へ移動し、実際に樹木

の形を見ながら、なぜこのような姿（ボディランゲージ）になっ

たのかなどの説明を行い、根の張り方や樹皮の模様、幹の様子を

じっくりと観察して歩きました。

　参加者６名でしたが、都内から

の参加者もいて、「いつもと違う

視点で樹木を観察できて面白かっ

た」、「木の様々な形に興味がわい

た」などの感想をいただきました。

また、昨年度開催したオンライン

講座にも参加された方からは、対

面での開催を喜ぶ声も聞くことが

できました。天候にも恵まれ、紅

葉の中、気持ちの良い公開講座と

なりました。

　カーボンオフセットとは、CO2 排出の削減量や森林による CO2
吸収量の認証を受けておき、その分を炭素クレジットとして、自

社の排出を相殺したい企業等に販売できる仕組みです。待ったな

しの排出削減が強く求められている世界的な流れの中、社会全体

での削減達成の一翼を担う手法としてカーボンオフセットに対す

る注目や期待が高まっています。千葉演習林は日本の大学で唯一、

間伐等の管理を行った森林の CO2 吸収量について国の「J -クレ

ジット」制度の認証を取得しています。

　国立台湾大学（NTU）と東京大学は演習林を中核として密接な

連携協力を続けていますが、カーボンオフセット事業開始を目指

す同大学の実験林（日本でいう演習林に相当）の一行が 2022 年

12 月に千葉演習林を視察し、J -クレジット制度での認証取得の

具体的な手続きについて詳細に確認していました。今後この分野

での連携を深めていくことも考えられます。

田無演習林の休日公開

公開講座「樹木のボディランゲージ」を
対面で開催

富良野市主催のエゾシカ捕獲事業

国立台湾大学 炭素クレジット取得のため
千葉演習林を視察

３年ぶりに自由参加形式で
実施した休日公開日の演
習林正門（地蔵門）

綿密な打ち合わせの様子

認証審査現場を確認する
NTU実験林の先生方

樹木の模様について解説している
ところ
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　富士癒しの森研究所では、近年発生したナラ枯れによりミズナラやクリなどが被害

を受け、危険木として伐採を進めています。ナラ枯れ被害木は、カシノナガキクイム

シによる穿
せんこう

孔（トンネル状の穴）がありますが、伐採した丸太を見てみると、被害は

樹皮から数センチで、それより内側は材として十分利用可能です。

　そこで、材として利用するための製材作業を 2022 年 12 月 8、9日の 2日間で行

いました。長さ２ｍ、直径約 50cmのミズナラとクリの丸太計 4本を 10cmの厚さ

に荒挽きしました。板の状態で乾燥・保管しておけば、材を利用したいという依頼が

あった場合すぐに提供することができます。

　このサイズの丸太を林内から持ち出すことは一苦労なので、研究所で所有する伐採

現場に持ち込んで製材できる簡易製材機アラスカンを使い、板にしてから運搬しまし

た。運搬した板はこの後、木材置き場でゆっくり天然乾燥させる予定です。

　カカオはカカオベルトと呼ばれる赤道の南北20度の範囲で生産されています。日

本ではカカオを栽培できないというのが一般常識です。樹芸研究所が協力しているカ

カオの森作りプロジェクトは、その常識への挑戦といえるものであり、日本人のカカ

オの見方を変えるかもしれません。

　日本人が生のカカオを手にすると、これまで他
ひ と

人任せ、他国任せでは見えにくかっ

たことが見えてくるのではないでしょうか。たとえば、日本ならではの醗酵技術を試

みたくなったり、カカオの実の殻が非常にかさばる廃棄物になることを意識したり…。

カカオの森作りプロジェクトは緒に就いたば

かりで、2022 年 12 月に樹芸研究所の温室で

育てられた苗が名古屋市東谷山フルーツパー

ク温室へ漕ぎだしたところです。多様なクルー

を集め、様々な寄港地を模索する、そのよう

な取り組みになると考えています。

　演習林所属の楠本大講師が「傷害や病原体の

感染に対する樹木の防御応答に関する研究」と

いう題目で 2022 年度樹木医学会賞を受賞し、

2022 年 12 月 3 日～ 4 日に日本大学で開催さ

れた樹木医学会第 27 回大会において授賞式と

受賞講演が執り行われました。

　楠本講師は、樹木が自然界で生きていくのに

不可欠な病原微生物に対する防御応答や植物免

疫の基礎的な研究を行っています。今回の表彰

では、樹木の材や樹皮で起こる防御応答に関して、傷等の刺激を与えた後にできる防御

組織や抗菌性物質の時間的・空間的な発達過程や、エチレンやジャスモン酸等の防御応

答を誘導する植物ホルモンが防御応答の一つである傷害樹脂道形成を制御する仕組み、

また、マツ枯れに対する抵抗性クロマツ品種の抵抗性メカニズムやナラ枯れに対するブ

ナ科樹種の抵抗性特性など、防御に関する多様な研究が評価されての受賞となりました。

ナラ枯れ被害木の簡易製材

カカオが名古屋に

楠本大講師が 2022 年度樹木医学会賞を受賞

樹木医学会賞を受賞した楠本大講師（左）と
樹木医学会の福田健二会長（右）

樹芸研究所産カカオ育苗の様子

簡易製材機でミズナラの製材



投　稿　企　画

morikara川柳

東京大学演習林には 7つの地方
演習林、2つのセンターと4つの
研究室があります。

千葉演習林

生態水文学研究所

樹芸研究所

秩父演習林

富士癒しの森研究所

北海道演習林

田無演習林

地方演習林

森林圏生態学研究室

森林生物機能学研究室

森林圏生態社会学研究室

森林流域管理学研究室

研究室

教育・社会連携センター

フィールドデータ研究センター

センター

東京大学演習林

〒 113-8657  東京都文京区弥生 1-1-1  東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林社会連携委員会

morikara：東京大学演習林ニュースレター  1 号
発行日：２０２３年５月１０日　発行人 ：久保田 耕平　編集人：齋藤 暖生

表紙写真：トドマツの実生（北海道演習林）

下刈りで　蜂の恨みも　かっていた

森からの　見えない恵　脱炭素

退職金　マカバ一本　ほぼ同じ

morikara では、みなさんが作った演習林に
まつわる川柳を募集しています。
右の QR コードからご投稿ください。


